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恒 心

★
菅
総
理
は
何
を
血
迷
っ
た
か
、
与
謝
野
氏

を
通
じ
て
、
昨
年
暮
、「
立
ち
上
が
れ
日
本
」

と
の
連
立
を
考
え
た
。
与
謝
野
氏
は
平
沼
代

表
に
連
立
に
参
加
す
る
よ
う
に
迫
っ
た
が
、

誰
が
考
え
て
も
無
理
な
相
談
で
あ
る
。「
立

ち
上
が
れ
日
本
」
は
民
主
党
政
権
打
倒
が
目
的
で
あ
り
、

自
主
憲
法
制
定
、
地
方
参
政
権
と
夫
婦
別
姓
に
反
対
で
、

民
主
党
の
主
張
と
天
と
地
ほ
ど
の
差
が
あ
り
、
所
詮
水
と

油
の
関
係
で
あ
る
。
★
「
立
ち
上
が
れ
日
本
」
で
居
場
所

が
な
く
な
っ
た
与
謝
野
氏
は
党
を
離
れ
、
無
所
属
と
な
っ

た
。
菅
総
理
は
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
経
済
財
政
担

当
大
臣
に
与
謝
野
氏
を
抜
擢
し
た
。
氏
の
税
と
財
政
に
関

す
る
見
識
を
活
か
し
て
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
の

具
体
案
を
取
り
ま
と
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
与
謝

野
氏
起
用
の
大
き
な
理
由
だ
そ
う
だ
。
★
鳩
山
前
首
相
を

「
平
成
の
脱
税
王
」
と
厳
し
く
批
判
し
、
自
著
「
民
主
党

が
日
本
経
済
を
破
壊
す
る
」
の
中
で
、「
バ
ラ
マ
キ
色
の

濃
い
民
主
党
政
策
は
で
た
ら
め
で
あ
り
、
こ
ん
な
政
権
は

一
日
も
早
く
倒
さ
な
け
れ
ば
日
本
が
危
な
い
」
と
声
高
に

主
張
し
て
い
た
人
を
三
顧
の
礼
を
持
っ
て
迎
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
民
主
党
は
人
材
が
不
足
し
て
い
る
の
か
。

衆
参
合
わ
せ
て
412
人
い
る
民
主
党
議
員
も
舐
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
★
一
昨
年
の
総
選
挙
で
、
東
京
１
区
か
ら
、

自
民
党
公
認
で
重
複
立
候
補
し
、
小
選
挙
区
で
落
選
、
比

例
復
活
で
議
席
を
獲
得
し
た
与
謝
野
氏
。
こ
の
議
席
は
自

民
党
に
与
え
ら
れ
た
貴
重
な
議
席
で
あ
る
。
与
謝
野
氏
が

辞
任
す
れ
ば
他
の
自
民
党
の
立
候
補
者
に
議
席
が
与
え
ら

れ
る
。
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
質
疑
で
も
言
及
さ
れ
て
い

た
が
、
与
謝
野
氏
が
他
に
代
え
が
た
い
人
材
で
あ
る
な
ら

ば
、
バ
ッ
ジ
を
外
し
、
一
民
間
人
と
な
っ
て
閣
僚
に
な
る

べ
き
で
あ
る
。
い
や
、
そ
れ
で
も
現
在
の
氏
を
誰
も
信
用

し
な
い
だ
ろ
う
。

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
初
め
て
の
本
格
予
算
案
が
編
成
さ
れ
た
。

総
額
約
92
兆
円
余
り
、
そ
の
内
税
収
は
約
41
兆
円
で
、
国
債
発
行
は

44
兆
円
に
上
っ
た
。
２
年
連
続
で
国
債
発
行
額
が
税
収
を
上
回
る
結
果

に
な
っ
た
。
国
の
財
源
不
足
は
明
ら
か
で
、
民
主
党
が
一
昨
年
の
総
選

挙
で
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
僅
か
に
こ
ど
も
手
当
て
が
一
部
実
現

し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
、
全
く
メ
ド
が
立
っ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
国
民
を
騙
し
て
政
権
を
獲
得
し
た
と
批
判
さ
れ
て

も
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
小
沢
一
郎
氏
を
は
じ
め
と
す

る
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
で
も
通
常
国
会
ま
で
に
は
ケ
ジ
メ
を
つ
け

る
と
主
張
し
て
い
た
の
に
、
未
だ
に
国
会
招
致
も
出
来
な
い
状
態
で
あ

る
。
民
主
党
に
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
決
意
が
あ

る
の
か
疑
わ
し
い
。
１
月
24
日
か
ら
通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
。
菅
首
相

の
軽
率
な
発
言
、
北
沢
防
衛
大
臣
の
言
論
封
殺
指
示
、
与
謝
野
大
臣
の

変
節
と
も
言
え

る
大
臣
就
任

等
、
難
問
が
立

ち
は
だ
か
っ
て

い
る
。
し
か
も

４
月
の
統
一
地

方
選
挙
を
控

え
、
与
野
党
の

対
立
は
激
し
さ

を
増
し
て
来
る

も
の
と
予
想
さ

れ
る
。
も
し
か

し
た
ら
、
解
散

総
選
挙
も
あ
る

か
も
知
れ
な
い

今
国
会
の
様
相

で
あ
る
。

公
約
実
現
の
財
源
に
メ
ド
立
た
ず

大島副総裁の万歳三唱で次期総選挙の必勝を誓う
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授業風景（高倉小学校）

学研都市（ロボット）

衆議院予算委員会で
　菅総理以下閣僚を厳しく

追及する石原幹事長

国
会
論
戦
が
始
ま
る

　
強
弁
を
繰
り
返
す
菅
首
相

　
　
マ
ニ
フェス
ト
実
現
は

も
は
や
実
現
不
可
能

参
議
院
文
教
科
学
委
員
会

実
情
視
察
　

京
都
、
奈
良
を
訪
問

参
議
院
文
教
科
学
委
員
会（
二
ノ
湯
智
委
員

長
）で
は
去
る
1
月
17
日
及
び
18
日
の
２
日
間
、

11
名
の
委
員
が
参
加
し
て
、
京
都
府
及
び
奈
良

県
に
お
い
て
、
初
等
教
育
、
文
化
、
並
び
に
科

学
技
術
等
に
関
す
る
実
情
調
査
を
行
っ
た
。
1

日
目
は
、
先
ず
市
立
高
倉
小
学
校
を
訪
問
、
会

議
室
で
京
都
市
教
育
委
員
会
か
ら
、
京
都
市
の

教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
高
倉
小
学
校
で
の
少
人
数
学
級
の

授
業
を
参
観
す
る
と
と
も
に
学
校
関
係
者
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
西
本
願
寺
を
訪

れ
、
重
要
文
化
財
の
御
影
堂
や
南
能
舞
台
、
国

宝
の
書
院
や
飛
雲
閣
等
を
視
察
、
文
化
財
の
保

存
と
活
用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
2
日
目

は
、
精
華
町
の
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
を
訪

問
し
、
財
団
法
人
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
機

構
か
ら
、
学
研
都
市
の
概
況
に
つ
い
て
説
明
を

聞
い
た
。
学
研
都
市
は
昭
和
62
年
か
ら
整
備
が

平
成
9
年
の
総
選
挙
で
華
々
し
く
打
ち
上
げ

ら
れ
た
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
。
そ
れ
に
対

し
て
、
打
出
の
小
槌
が
あ
る
わ
け
も
な
く
、
ま

る
で
国
民
を
だ
ま
し
討
ち
す
る
よ
う
な
公
約
で

あ
る
と
自
民
党
は
民
主
党
に
反
論
を
加
え
た
が
、

当
時
、
政
権
交
代
と
い
う
熱
気
が
日
本
列
島

全
体
に
吹
き
荒
れ
て
お
り
、
防
戦
一
方
に
追
い

ま
く
ら
れ
た
。
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
、
1

年
5
ヶ
月
あ
ま
り
が
経
過
し
た
。
主
な
公
約
で

あ
っ
た
①
子
ど
も
手
当
。
0
才
か
ら
中
学
生
ま

で
月
2
万
6
千
円
を
支
給
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
年
3
才
児
ま
で
が
7
千
円
ア
ッ
プ
し
て

2
万
円
と
な
っ
た
。
来
年
以
降
の
財
源
は
見
通

し
が
つ
い
て
い
な
い
。
②
ガ
ソ
リ
ン
に
掛
か
っ
て

い
る
暫
定
税
率
を
廃
止
す
る
。
こ
れ
に
は
ま
っ

た
く
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
③
高
速
道
路

料
金
の
無
料
化
。
こ
れ
も
一
部
の
区
間
で
実
現

さ
れ
て
い
る
が
全
国
的
に
す
る
こ
と
は
不
可
能

に
な
っ
て
き
た
。
④
国
家
公
務
員
の
2
割
削
減

等
々
、
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
実
現
が
難
し
い
公

約
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
し
て
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
、
国
民
年
金
の
一
元
化
、
そ
し
て
最
低
一

律
月
７
万
円
の
国
民
年
金
を
支
給
す
る
と
い
っ

た
約
束
な
ど
百
年
河
清
を
待
つ
よ
う
で
、
ほ
ぼ

絶
望
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
も
菅
総

理
は
じ
め
関
係
閣
僚
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
4

年
間
の
約
束
で
あ
り
、
今
日
ま
で
着
実
に
実
行

さ
れ
て
い
る
と
強
気
と
も
開
き
直
り
と
も
言
え

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
空
き
地
も
多
く
、
そ
の

原
因
と
し
て
、
我
が
国
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の

ほ
か
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
問
題
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
続
い
て
、
学
研
都
市
の
中
核
的
な
研
究
施

設
の
一
つ
で
あ
る
㈱
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術

研
究
所
を
訪
問
し
た
。
同
社
で
は
生
活
に
役
立

つ
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
さ
ら

に
研
究
が
進
み
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参
画
、
医
療
や
福
祉

の
分
野
に
お
け
る
活
用
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

最
後
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
及
び
平
城
宮
跡
を

視
察
し
た
。
文
化
財
研
究
所
で
は
平
城
旧
跡
に

関
す
る
説
明
を
聞
き
、
続
い
て
平
城
遷
都
1300
年

祭
を
記
念
し
て
、
平
城
宮
跡
に
復
元
さ
れ
た
第

一
次
大
極
殿
を
視
察
し
た
。
な
お
委
員
会
視
察

に
は
所
属
の
殆
ど
の
委
員
が
、
当
初
参
加
を
表

明
し
て
い
た
が
、
当
日
に
な
っ
て
11
名
と
な

り
、
最
後
の
視
察
地
は
6
名
に
減
っ
て
し
ま
っ

た
。
地
方
議
会
と
違
い
、
少
し
議
員
に
真
面
目

さ
が
足
り
な
い
感
じ
で
あ
る
。

る
答
弁
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
任
期
中
消
費
税

は
上
げ
な
い
と
明
言
し
て
い
る
が
、
来
年
度
以

降
ど
う
す
る
の
か
、
埋
蔵
金
な
ど
在
り
は
し
な

い
。
自
ら
の
非
を
認
め
、
あ
の
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
は
、
政
権
を
欲
し
い
ば
か
り
財
源
の
根
拠
も

な
く
、
大
風
呂
敷
を
広
げ
過
ぎ
ま
し
た
と
率
直

に
謝
罪
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
出
来
も
し
な

い
公
約
で
、
国
民
を
欺
い
て
獲
得
し
た
政
権
に

は
正
統
性
が
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

統一地方選挙
自民党京都府連総決起大会

＊公共交通機関をご利用の上、ご来場ください。

京都産業会館
８階・シルクホール
（京都市下京区四条通烏丸西南）

ところ

平成23年3月5日㈯
午後1時30分開会

とき
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なぜ、民主党政権は言論を弾圧するのか
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自
民
党
府
連

府
会
追
加
公
認
候
補
者
を
決
定

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
か
ら
防
衛
省

の
自
民
党
お
よ
び
保
守
系
団
体
に
対
す

る
扱
い
に
不
自
然
な
も
の
が
多
い
。
昨
年

11
月
3
日
、
埼
玉
入
間
基
地
航
空
祭
祝

賀
会
会
場
で
、
航
空
会
会
長
が
「
現
政

権
の
顔
ぶ
れ
は
左
翼
ば
か
り
で
あ
る
。
民

主
党
政
権
で
は
国
が
持
た
な
い
」
と
発

言
し
た
。
防
衛
省
は
こ
の
発
言
が
、
自

衛
隊
員
が
政
治
的
行
為
の
制
限
に
違
反

し
た
と
の
誤
解
を
ま
ね
く
と
主
張
し
て

い
る
。
防
衛
省
は
22
年
11
月
10
日
、
北

沢
防
衛
大
臣
の
指
示
に
よ
り
、
全
部
隊

に
対
し
て
、「
隊
員
の
政
治
的
中
立
性
の

確
保
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
事
務
次
官

通
達
を
発
し
た
。
自
衛
隊
の
友
好
団
体

の
行
事
で
出
席
者
の
一
人
が
、
多
少
過
激

な
発
言
を
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
ほ

ど
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
い
。
基
地
、

駐
屯
地
運
用
に
は
周
辺
の
住
民
と
の
良

好
な
人
間
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
あ
れ

こ
れ
細
か
い
こ
と
を
友
好
団
体
に
求
め

る
こ
と
は
返
っ
て
反
発
を
招
き
、
協
力
関

係
が
難
し
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
「
外

国
情
報
機
関
に
よ
る
ス
パ
イ
活
動
な
ど
か
ら
自
衛

隊
の
保
有
情
報
を
防
護
す
る
」
の
を
主
な
任
務

と
す
る
「
自
衛
隊
情
報
保
全
部
隊
」
が
自
衛
隊

Ｏ
Ｂ
の
現
職
国
会
議
員
や
評
論
活
動
し
て
い
る
人

の
動
静
を
探
っ
た
り
、
現
職
自
衛
官
が
出
席
し
て

い
る
か
ど
う
か
や
、
そ
こ
で
の
発
言
内
容
の
報
告

書
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
を
し
て
い
る
。
一
昨
年
冬
、

相
楽
郡
精
華
町
に
あ
る
祝
園
駐
屯
地
で
も
記
念

式
典
に
出
席
し
て
い
た
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
自
民
党
参

議
院
議
員
秘
書
を
意
図
的
に
紹
介
し
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
駐
屯
地
指
令
に
「
何
故
紹
介
し
な
か
っ

た
の
か
」
と
問
い
た
だ
し
た
ら
、
申
し
訳
な
さ
そ

う
に
「
東
京
の
本
省
か
ら
の
指
示
で
す
」
と
言
っ

て
い
た
。
こ
ん
な
小
さ
い
こ
と
ま
で
現
職
防
衛
大

臣
が
口
出
し
す
る
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
か

と
首
を
傾
げ
た
く
な
る
。
政
治
家
の
発
言
に
神
経

質
に
な
っ
た
り
、
ど
ん
な
人
が
集
会
に
出
席
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
細
か
い
こ
と
に
過
敏
に
な
る
必

要
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
が
民
主
党
政
権
に
と
っ

て
ど
ん
な
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
。
民
主
は
字
の
通

り
、
国
民
本
位
の
政
治
で
は
な
い
の
か
。
民
主
の

看
板
が
泣
い
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。

自
民
党
京
都
府
支
部
連
合
会
で
は
、
支
部
長

が
空
白
と
な
っ
て
い
る
第
3
、
4
選
挙
区
で
早

急
に
支
部
長
を
選
任
す
る
た
め
に
公
募
に
ふ
み

切
っ
た
。
第
3
選
挙
区
で
は
昨
年
一
度
、
公
募

し
た
が
適
格
者
が
い
な
く
、
1
月
20
日
、
再
度

公
募
を
試
み
た
。
4
区
で
は
2
月
13
日
か
ら
公

募
を
開
始
し
た
。
一
昨
年
の
総
選
挙
以
来
、
こ

の
選
挙
区
は
元
衆
議
院
議
員
の
中
川
泰
宏
氏
が

支
部
の
責
任
者
で
あ
り
、
新
し
い
支
部
長
選
出

の
手
続
き
を
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
自
民
党
本
部
、
自
民
党
府
連
の
再
三
再
四

の
申
し
入
れ
で
、
よ
う
や
く
昨
年
11
月
19
日
に

中
川
氏
側
に
よ
っ
て
、
解
散
手
続
き
を
終
了
し

た
。
近
藤
永
太
郎
支
部
長
代
行（
京
都
府
議
会

議
員
）を
含
め
選
考
委
員
の
方
々
で
、
書
類
審

査
、
面
接
な
ど
を
行
い
、
公
平
、
公
正
な
手
続

き
で
新
し
い
支
部
長（
次
期
衆
議
院
議
員
候
補

者
）を
選
任
す
る
。
3
、
4
区
と
も
民
主
党
現

職
は
若
く
て
、
し
か
も
選
挙
が
強
い
。
し
か

し
、
昨
年
後
半
か
ら
、
民
主
党
に
対
す
る
国
民

の
失
望
も
多
く
、
確
実
に
政
治
情
勢
は
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
自
民
党
に
対
す
る
期
待
も
高

ま
っ
て
来
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
区
と
も
新
し

い
支
部
長
は
高
い
志
と
強
い
意
志
を
持
っ
た
人

が
新
し
い
支
部
長
に
選
任
さ
れ
れ
ば
必
ず
議
席

は
自
民
党
に
返
っ
て
く
る
。
そ
ん
な
勇
気
あ
る

人
が
応
募
し
て
く
れ
る
も
の
と
京
都
府
連
は
期

待
し
て
い
る
。

京
都
第
３
、４
選
挙
区
で

　
　
　
　
　
支
部
長
を
公
募

高
い
志
、
強
い
意
志
を
持
っ
た
人

選
挙
区（
定
数
）

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

南
丹
市
・
船
井
郡（
1
）

片
山
誠
治

50

現

木
津
川
市
・
相
楽
郡（
2
）

島
田
正
則

60

現

兎う

本も
と

和
久

53

新

統
一
地
方
選
挙
で
公
認
候
補
が
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
「
南
丹
市
・
船
井
郡
」、「
木
津
川

市
・
相
楽
郡
」
の
選
挙
区
に
つ
い
て
、
自
民
党

京
都
府
連
で
は
、
1
月
に
入
り
、
次
の
3
名
を

公
認
候
補
者
と
し
て
決
定
し
た
。
3
名
の
追
加

で
、
公
認
候
補
者
は
京
都
府
議
会
議
員
公
認
候

補
予
定
者
は
27
人
、
京
都
市
会
議
員
公
認
候
補

予
定
者
は
24
名
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
予
定
候

補
者
に
よ
っ
て
、
府
会
、
市
会
と
も
第
１
党
の

座
を
堅
持
す
る
た
め
に
戦
う
こ
と
に
な
る
。

民
主
と
は
名
ば
か
り

新しい日本を創る!
衆議院議員
京都府第4選挙区
候補者 公募

自民党 は日本再生のため “新しい力” を求めています。
の仲間と一緒に安心できる新しい日本を創りましょう！

〒604-0052 京都市中京区御池通堀川東入北側
Ｔｅｌ．０７５-２２２-０１０１　ＦＡＸ．０７５-２４１-０４０５

HP http://web.kyoto-inet.or.jp/org/jimin/

自由民主党京都府支部連合会選考委員会

平成23年2月13日㈰から3月20日㈰まで（当日消印有効）
公平、透明な開かれた選考によります。※個人情報は完全に護ります。

応募資格は次の通りです。
　①日本国籍を有する満50歳までの方　②自薦、他薦を問いません。
　　但し、選挙区に地縁、血縁のある方が望ましい。

公募実施選挙区

応募資格

応募締切

京都府第4選挙区（右京区・西京区・亀岡市・南丹市・京丹波町）

［公募要領］

お問い合わせ及び資料ご請求先
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二
ノ
湯
議
員
、
釜
山
大
学
を
訪
問

慶
憲・シ
ル
バ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

終
了
式
に
出
席

一
、
尖
閣
沖
で
の
中
国
漁
船
の
追
突
ビ
デ
オ
を

漏
洩
し
た
と
し
て
国
家
公
務
員
法
の
守
秘
義
務

違
反
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
海
上
保
安
庁
職
員
一

色
元
春
氏
が
起
訴
猶
予
処
分
と
な
っ
た
。
国
民

の
知
る
権
利
を
無
視
し
、
中
国
に
弱
味
を
見
せ

つ
け
た
お
粗
末
な
結
末
で
あ
っ
た
。

一
、１
月
24
日
、
第
177
通
常
国
会
が
開
か
れ

た
。
開
会
式
が
行
わ
れ
る
参
議
院
本
会
議
場

入
り
口
に
、
携
帯
電
話
の
電
源
を
切
っ
て
く
だ

さ
い
と
大
き
な
紙
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。
ま
る
で

小
学
生
扱
い
で
あ
る
。
親
切
な
の
か
知
れ
な
い

が
、
議
員
も
落
ち
ぶ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
開
会
式
当
日
、
衆
参
両
院
の
常
任
、
特
別

委
員
長
は
国
会
正
面
玄
関
で
、
モ
ー
ニ
ン
グ
着

用
で
天
皇
陛
下
を
お
迎
え
す
る
。
そ
の
後
、
仲

間
と
正
面
で
記
念
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
て
衛
視

に
止
め
ら
れ
た
。
蓮
舫
氏
は
何
故
許
さ
れ
た
の

か
と
言
い
た
か
っ
た
が
思
い
と
ど
ま
っ
た
。

一
、
世
界
で
100
％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
痛
く
な

い
注
射
針
を
開
発
し
た
岡
野
工
業
社
長
が
自

民
党
大
会
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
招
か
れ

た
。
た
っ
た
５
人
の
会
社
で
年
間
億
以
上
の

税
金
を
納
め
、
残
業
は
一
切
な
し
と
の
こ
と
。

事
業
欲
旺
盛
の
78
才
の
社
長
に
た
だ
た
だ
感

心
し
た
。

一
、
野
球
賭
博
事
件
で
全
て
ウ
ミ
を
出
し
切
っ

た
と
思
わ
れ
た
大
相
撲
。
今
度
は
八
百
長
相
撲

を
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
動
か
ぬ
証
拠
を
見
せ
ら
れ
る
と

大
相
撲
の
八
百
長
は
噂
だ
け
で
な
く
や
っ
ぱ
り

本
当
だ
っ
た
の
か
思
っ
て
し
ま
う
。

一
、
今
年
は
全
国
的
に
雪
が
多
い
。
多
い
ど
こ

ろ
か
雪
に
よ
る
被
害
が
続
出
し
て
い
る
。
昔
は

も
っ
と
雪
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
雪
に
よ
る
被

害
は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
文
化
生

活
に
慣
れ
親
し
ん
で
自
然
に
対
す
る
備
え
が
少

し
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

一
、
長
女
が
京
都
の
会
社
か
ら
東
京
の
会
社
へ

転
職
し
た
。
１
月
か
ら
議
員
宿
舎
で
共
同
生
活

が
始
ま
っ
た
。
以
前
は
次
男
と
２
年
間
一
緒
に

生
活
し
た
。
今
度
は
娘
。
幸
い
な
こ
と
に
洗
濯

と
食
事
を
し
て
く
れ
る
の
で
助
か
る
。

一
、
健
康
が
売
り
物
で
あ
っ
た
私
だ
っ
た
が
、

不
覚
に
も
軽
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
し

ま
っ
た
。
寒
い
夜
、
市
議
の
懇
親
会
の
後
、
全

日
空
ホ
テ
ル
か
ら
自
宅
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
。

ど
う
も
そ
れ
が
原
因
の
よ
う
だ
。
あ
ま
り
無
茶

を
し
て
は
い
け
な
い
。

右
京
区
西
京
極
新
明
町
に
在
住
の
金
山
慶よ

し

憲の
り

氏（
84
才
）は
戦
前
釜
山
で
生
ま
れ
４
才
の
時
、

両
親
と
共
に
右
京
区
花
園
に
引
っ
越
し
て
き

た
。
戦
後
日
本
人
国
籍
を
失
っ
た
在
日
朝
鮮
人

の
方
々
は
人
種
差
別
と
貧
困
の
中
で
、
大
変
な

苦
労
を
し
て
き
た
。
金
山
さ
ん
も
そ
の
1
人
。

多
く
の
兄
弟
が
い
る
中
、
両
親
を
助
け
な
が
ら
、

旧
制
の
立
命
館
中
学
の
夜
間
部
に
通
い
、
勉
学

に
も
励
ん
だ
。
二
ノ
湯
議
員
は
市
会
議
員
に
当

選
し
た
直
後
、
大
韓
建
設
業
協
同
組
合
の
理
事

長
で
あ
っ
た
金
山
氏
と
知
り
合
い
、
以
後
親
し

く
交
際
を
続
け
て
き
た
。
昨
年
秋
、
金
山
氏
か

ら
釜
山
に
一
緒
に
行
か
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
。
以

前
、
金
山
氏
か
ら
釜
山
大
学
に
多
額
の
寄
付
を

し
て
、
自
分
の
名
前
の
つ
い
た
老
人
大
学（
慶
憲・

シ
ル
バ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）の
講
座
が
開
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
ど
ん
な
内
容
か
関
心
を

も
っ
て
い
た
。
１
月
に
終
了
式
が
あ
る
の
で
そ
れ

に
参
加
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
誘
い
で
あ
っ
た
。

当
日
の
終
了
式
に
は
、
釜
山
大
学
長
、
駐
日
本

総
領
事
な
ど
が
出
席
し
た
。
事
業
に
成
功
し
、

沢
山
の
私
財
が
あ
っ
て
も
寄
付
を
す
る
人
は
少

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
多
く
の
年
配
の
方
が

半
年
コ
ー
ス
の
金
山
講
座
で
パ
ソ
コ
ン
は
じ
め
多

く
の
学
科
を
勉
強
し
、
生
涯
学
習
に
励
ん
で
い

る
。
金
山
さ
ん
の
善
意
が
生
き
て
い
る
現
場
を

見
て
、
大
変
有
意
義
な
釜
山
訪
問
で
あ
っ
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

前列右から二ノ湯議員、3人目・金山慶憲氏
前列左から在釜山日本国総領事、釜山大学学長

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　第5回、第6回例会のお知らせ
第5回例会：平成23年2月28日㈪　18時～21時
第6回例会：平成23年3月14日㈪　18時～21時
場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
          （京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）
　　　　※東エレベーターからのみ上がれます

＜お問い合わせ先＞

★日本真生塾は塾生を引き続き募集しております。

事務局：右京区西院坤町2ハウスドゥ四条ビル6F
　　　　TEL：050－7544－4018（担当：近藤）
　　ホームページを立ち上げました。日本真生塾 で検索してください。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治


